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主  論  文  の  要  旨  
Correlation between response to chemotherapy with concomitant 
bevacizumab for hepatic metastasis of colorectal cancer and degree of 
enhancement using contrast -enhanced computed tomography 
（大腸癌肝転移の CT 造影効果とベバシズマブ (BV)併用化学療法効果の関連）  
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【目的】 ベバシズマブ (BV)は VEGF を阻害することで血管新生阻害を起こす
ため，血流を反映する造影 CT と BV 併用の関連を検討した．                
【対象と方法】 対象は一次治療に mFOLFOX6 あるいは CapeOX による化学
療法を行った大腸癌肝転移 35 例 (BV 群 20 例 , non-BV 群 15 例 )．  
 撮影は単純，動脈後期相の CT 撮影後，化学療法前後の腫瘍部の単純・動脈
後期相の平均 CT 値を計測した．腫瘍造影効果は造影・単純の平均 CT 値の比 (造
影比 )で評価し，中央値で高・低造影群に分類した．計測は３名が独立して施行，
その平均値を使用した．治療効果は，最大およびそれに次ぐ転移巣 2 個分の腫
瘍長径の和の縮小率とした．  
【結果】 3 名で計測した腫瘍の CT 造影効果には強い相関があった．化学療法
後，腫瘍部で BV 群は non-BV 群に比し造影比が低下していた．さらに BV 群
では腫瘍部造影比と造影比の変化に相関がみられた．BV 群では造影比と治療
効果に相関がみられた．また，高造影群の縮小率は，BV 群は non-BV 群に比
べ高かった．   
【考察】投与前 routine に行われる造影 CT の腫瘍造影効果と治療効果の相関
がみられ，ベバシズマブの併用効果を予測する意味で本研究の意義は大きいと
考える．  
【結  論】BV 併用効果と肝転移造影効果の相関が示された．肝転移の CT 造影
効果は BV 併用治療の効果予測因子として期待されるが，前向き，多数例の更
なる検討を要する  
